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○施策シートの見方 

 

  ・目指す姿： 

復興計画の「第 2 施策の基本方向」に基づき、当該項目について、特定の時点を定めず、将来的

に「このようになっていたらよい」という姿を掲載しています。 

 

・市民アンケートにおける現状評価： 

  令和 2 年 2 月に実施した「市民アンケート」における各施策についての現状評価を点数化し、掲

載しています（「十分満たされている」を 4点、「まあまあ満たされている」を 3点、「あまり満たさ

れていない」を 2 点、「ほとんど満たされていない」を 1 点とし、当該回答者数（「判断できない」

を除く。）で割った平均値で、4点満点。）。 

  令和 2年市民アンケート調査報告書を参照してください。 

   

  ・施策の工程： 

復興計画における当該施策の内容毎の工程表を掲載しています。 

 

  ・参考指標の動向： 

当該施策の動向を把握する上で参考となる指標を掲載しています。  

※この指標をもって当該施策の達成度を測るものではありません。 

 

  ・施策を構成する主要事業： 

当該施策を構成している、創造的復興プロジェクト等の主要な事業です。 

 【実施状況】は令和元年度までの実施状況と令和 2 年度の実施見込みのほか、復興計画期間内の

事業実績を記載しています。 

事業名に◆がついている事業は、創造的復興プロジェクト事業です。また、★印がついている事

業は、八戸市総合計画の戦略プロジェクトにも位置づけられている事業です。 
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１．施策情報 

基本方向 ３．都市基盤の再建 

施策名 ３－（１）市街地の整備 

施策の概要 目指す姿 

最低限市民の生命が守られるよう、被害をできるだけ最小にする｢減災｣の視点に立ち、ハー

ド・ソフト両面から震災対策が行き届いた市街地が整備されている。 

市民アンケートにおける現状評価 

【設問】公共施設の改修・改築や民間建築物の耐震化支援等により、市内における建物の安全

性が確保されている。 

【点数】H29：2.5 H30：2.7 H31：2.7 R2：2.8 

施策の工程 

 

参考指標の動向 

 

○復興道路（三陸沿岸道路） 
 

 

（国土交通省東北地方整備局ＨＰより） 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

創　造　期復　旧　期 再　生　期

② 津波被災地域の
　　再建方策の検討

③ 建物の耐震化の促進

④ 災害時の交通の円滑化に資する広域幹的な道路ネットワークの整備

① 災害に強い市街地の整備

◆八戸・久慈自動車道 
① 八戸南環状道路（H26.3.29開通） 
② 八戸南道路（H25.3.9開通） 
③ 洋野階上道路（青森県） 
④ 洋野階上道路（岩手県） 
⑤ 久慈北道路（R2.3.1開通） 

◆三陸北縦貫道路 
⑥ 野田久慈道路 
⑦ 普代道路（H25.10.13開通） 
⑧ 尾肝要普代道路 
⑨ 尾肝要道路（H26.3.2開通） 
⑩ 田野畑道路 
⑪ 田老岩泉道路（H30.3.21開通） 

◆三陸縦貫自動車道 
⑫ 宮古田老道路（R2.7.12開通） 
⑬ 山田宮古道路（H29.11.19開通） 
⑭ 釜石山田道路（R1.6.22開通） 
⑮ 吉浜釜石道路（H31.3.9開通） 
⑯ 吉浜道路（H27.11.29開通） 
⑰ 高田道路（H26.3.23開通） 
⑱ 唐桑高田道路（岩手県） 

（H31.3.21開通） 
⑲ 唐桑高田道路（宮城県） 

（H31.3.21開通） 
⑳ 気仙沼道路 
㉑ 本吉気仙沼道路（H30.3.25開通） 
㉒ 本吉気仙沼道路(Ⅱ期) 
        （H31.2.16開通） 
㉓ 歌津本吉道路 
㉔ 南三陸道路（H29.12.9開通） 
㉕ 登米志津川道路（H28.10.30開通） 
㉖ 矢本石巻道路（鳴瀬奥松島～石巻河南） 

（H27.3月 ４車線化） 

㉗ 矢本石巻道路（石巻河南～桃生豊里） 

（H29.3月 ４車線化） 
㉘ 仙塩道路（H28.3.27開通） 
※    は、震災後新規区間 



施策シート ３－（１）市街地の整備 

- 2 - 

 

 

 

２．施策を構成する主要事業（創造的復興プロジェクト事業等） 

①災害に強い市街地の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№00 復興計画の事業名 

事業主体  

事業区分  

事業期間  

【事業概要】 

 

【実施状況】 

・令和元年度までの実施状況 
・令和 2 年度の実施見込み 
・復興計画期間内の事業実績 

【令和 3 年度以降の予定】 

・令和 3 年度以降の予定 

№01 津波被災市街地の状況調査 

事業主体 国 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

国による津波被災地の現況等調査の実施（国土交通省直轄調査） 

【実施状況】 

〇調査内容 
被災前・被災直後の状況調査等 
 

〇調査状況 
平成 23年 5 月 国土交通省説明会、現地視察 
平成 24年 3 月 調査完了 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

凡例 
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②津波被災地域の再建方策の検討 

 

№02 復興まちづくり構想素案策定に関する調査（再掲） 

事業主体 国 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

No.01「津波被災市街地の状況調査」の結果を踏まえ、災害に強いまちづくりに向けた構想素案（復興パ

ターン）の検討調査の実施（国土交通省直轄調査） 

【実施状況】 

〇調査目的 
国土交通省が復興まちづくり構想素案として、各被災自治体の特性に応じた市街地の復興パターンを類

型化して提供することにより、自治体の復興構想や復興計画の作成を支援するもの（平成 24 年 3月調査
完了） 

〇対象団体 
青森県・岩手県・宮城県・福島県等の 43市町村 

〇調査内容 
・住民意向調査（平成 23年 11 月 被災者アンケート実施） 
・避難路の検証 
・津波避難施設の検証、検討 等 

※八戸市においては、国土交通省との協議により、復興パターンの検討調査ではなく、住民意向調査とし
てのアンケートの実施や、復興計画に掲げる、大震災を踏まえた避難所・避難路の再検討などの基礎資
料となる各種調査を実施 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№03 復興まちづくり構想素案策定に関する調査（再掲） 

事業主体 国 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

No.01「津波被災市街地の状況調査」の結果を踏まえ、災害に強いまちづくりに向けた構想素案（復興パ

ターン）の検討調査の実施（国土交通省直轄調査） 

【実施状況】 

〇調査目的 
国土交通省が復興まちづくり構想素案として、各被災自治体の特性に応じた市街地の復興パターンを類

型化して提供することにより、自治体の復興構想や復興計画の作成を支援するもの（平成 24 年 3月調査
完了） 

〇対象団体 
青森県・岩手県・宮城県・福島県等の 43市町村 

〇調査内容 
・住民意向調査（平成 23年 11 月 被災者アンケート実施） 
・避難路の検証 
・津波避難施設の検証、検討 等 

※八戸市においては、国土交通省との協議により、復興パターンの検討調査ではなく、住民意向調査とし
てのアンケートの実施や、復興計画に掲げる、大震災を踏まえた避難所・避難路の再検討などの基礎資
料となる各種調査を実施 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№04 ◆災害に強い地域コミュニティづくりの推進（再掲） 

事業主体 市・地域団体 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

【事業概要】 

住民主体の地域づくり活動への支援 

【実施状況】 

〇災害に強い地域づくり会議の開催支援 
地域の被災状況や災害対応の現状と課題等の把握や、課題解決の方策等について、地域の連合町内会な

どの災害対応関係者により検討を行う会議の開催を支援。 
[開催実績] 
・多賀地区「災害に強い地域づくり会議」8回開催（平成 23年 6 月～平成 23年 12 月） 

 
〇災害に強い地域づくり計画の策定支援 

地域における自主的な災害対応方法等をまとめる災害に強い地域づくり計画の策定を支援。 
[策定実績] 
・多賀地区災害に強い地域づくり計画策定（平成 23年 12 月） 

 
〇災害復旧に関する関係機関への要望活動支援 

地域の復旧に必要な要望事項について取りまとめるなど、地域が関係機関へ働きかける際の支援。 
[要望実績] 
・八戸市へ「多賀地区災害に強い地域づくり」に関する要望書を提出（平成 23年 8月） 

 
〇「元気な八戸づくり」市民奨励金（災害に強い地域づくり応援コース）の交付 

災害に強い地域づくりを目的として地域住民が主体的に行う活動のうち、新たに取り組むもの又は従来
取り組んでいた活動を拡充して実施するものを対象に奨励金を交付（上限 30万円）。 
[交付実績] 

・平成 24年度 5件 
・平成 25年度 6件 
・平成 26年度 5件 
・平成 27年度 6件 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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③建物の耐震化の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№05 学校施設の耐震化 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

耐震化が必要な学校施設の耐震化工事の実施 

【実施状況】 

〇実施内容 
昭和 56年以前の耐震基準により建設された小学校、中学校の耐震診断を実施し、診断の結果、耐震化

工事が必要となった施設について、改築・耐震補強等の耐震化工事を実施。 
（耐震化工事の完了により、耐震化率 100％） 

 
[事業実績] 

・対象棟数  50校 146棟（小学校 31 校 91棟、中学校 19 校 55棟） 
・耐震診断実施   146棟（要改築・耐震補強：99棟、耐震化不要：47棟） 
・耐震化工事等     96棟（改築 5 棟、耐震補強 91棟） 
・解体撤去        1棟 
・使用禁止        2棟 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№06 青森県安全安心住宅リフォーム促進事業（再掲） 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

被災住宅の改修など住宅の性能向上を伴う住宅リフォームへの支援 

【実施状況】 

[交付実績] 

 県全体 八戸市分 

交付件数 20 件 4 件 

交付額 2,874 千円 522千円 

 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№07 木造住宅耐震診断支援事業 

事業主体 市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

昭和 56年以前に建築された旧耐震基準木造住宅を対象とした耐震診断の支援 

【実施状況】 

〇事業内容 
旧耐震基準の木造住宅のうち、昭和 56 年 6月以降に増改築をしていない等の、一定条件を満たす木造

住宅の所有者が耐震診断を希望する場合に、専門知識を有する耐震診断員を派遣して耐震診断を実施。 
 
[事業実績] 

年度 診断戸数  

平成 23年度 20 戸  

平成 24年度 12 戸  

平成 25年度 6 戸  

平成 26年度 2 戸  

平成 27年度 5 戸  

平成 28年度 4 戸  

平成 29年度 3 戸  

平成 30年度 1 戸  

令和元年度 6 戸  

合計 59 戸  
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 

№08 安全安心住宅リフォーム促進事業（再掲） 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 24 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

住宅の性能向上を伴うリフォームや震災で被害を受けた住宅のリフォームを行う所有者への補助金の交付 

【実施状況】 

〇補助内容 
耐震性向上の改修工事：工事費の 20％（上限 60万円） 
省エネルギー等の性能向上を伴う工事：工事費の 20％（上限 60万円） 

 
[交付実績] 

年度 
件数 

（うち被災住宅復旧分） 
交付額 

（うち被災住宅復旧分） 

平成 24年度 92 件（60件） 15,008 千円（9,579千円） 

平成 25年度 244件（45件） 33,342 千円（7,761千円） 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№09 耐震診断義務化建築物耐震診断支援事業 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

【事業概要】 

改正耐震改修促進法の施行により耐震診断が義務付けられた大規模建築物等を対象とした耐震診断費用の

補助 

【実施状況】 

〇事業内容 
平成 25年 11月の改正耐震改修促進法の施行により、不特定多数の者が利用する大規模建築物等への耐

震診断が義務化されたことに伴い、所有者が耐震診断を実施する場合の費用の一部を補助。 
 
[事業実績] 

年度 内容 補助件数 

平成 25年度 
・現地調査等により対象物件を把握 

対象 8件（うち 1件は耐震診断実施済み） 
0 件 

平成 26年度 ・対象 7 件（うち 3件が耐震診断実施） 3 件 

平成 27年度 ・対象 4 件（うち 2件が耐震診断実施） 2 件 

※耐震診断未実施の 2 件については、規模縮小等により義務化の対象外となった。 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№10 木造住宅耐震改修支援事業 

事業主体 市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 26 年度～ 

【事業概要】 

No.07「木造住宅の耐震診断支援事業」による耐震診断の結果、耐震性が低いと診断された木造住宅を対

象とした耐震改修工事費用の補助 

【実施状況】 

 〇制度内容 
  ・耐震改修工事費用の 23％(上限 83万 8,000 円) 
  ・平成 24年度より「八戸市安全安心リフォーム推進事業」の補助項目の 1つとして実施してきたが、

当該事業が平成 25 年度で終了したことから、引き続き当該制度の補助額を拡充し耐震改修工事費の
一部について補助 

[交付実績] 

年度 件数  

平成 26年度 0 件  

平成 27年度 0 件  

平成 28年度 0 件  

平成 29年度 0 件  

平成 30年度 1 件  

令和元年度 0 件  

合計 １件  
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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№11 ★耐震対策緊急促進事業 

事業主体 市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 27 年度～ 

【事業概要】 

改正耐震改修促進法の施行により耐震診断が義務付けられた大規模建築物を対象とした、耐震改修計画策

定費用及び耐震改修工事費用の一部を補助 

【実施状況】 

 〇制度内容 
  不特定多数のものが利用する大規模建築物の所有者が耐震改修を実施する場合に、耐震改修計画策定費

用、耐震改修工事費用の一部について補助 
 
[交付実績] 

年度 項目 件数 備考 

平成 27年度 
耐震改修計画策定費用 5 件 翌年度へ繰越、平成 28年度事業完了 

耐震改修工事費用 0 件  

平成 28年度 
耐震改修計画策定費用 0 件  

耐震改修工事費用 1 件 翌年度へ繰越、平成 29年度事業完了 

平成 29年度 
耐震改修計画策定費用 0 件  

耐震改修工事費用 1 件  

平成 30年度 
耐震改修計画策定費用 0 件  

耐震改修工事費用 1 件  

令和元年度 
耐震改修計画策定費用 0 件  

耐震改修工事費用 0 件  

令和 2年度 
耐震改修計画策定費用 0 件  

耐震改修工事費用 0 件  

合計 
耐震改修計画策定費用 5 件  

耐震改修工事費用 3 件  

 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施（令和 4 年度までの予定） 

№12 児童館耐震化事業 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 28 年度～令和元年度 

【事業概要】 

耐震診断の結果、耐震化が必要となった児童館の耐震補強、建て替え 

【実施状況】 

〇耐震補強 平成 29年度完了 
是川児童館、南浜児童館、高岩児童館 
 

〇建て替え 
三条児童館 令和 2年 4月供用開始 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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④広域的な道路ネットワークの整備 

 

 

№13 ★湊地区まちづくり事業              追加 

事業主体 市 

事業区分 継続 

事業期間 令和 2 年度～ 

【事業概要】 

市営魚菜小売市場のリノベーション（耐震補強）改修による再整備 

【実施状況】 

・令和元年度 
整備方針の検討（耐震診断の実施） 

 
・令和 2 年度 

基本・実施設計 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施（改修工事） 

№14 ◆高規格幹線道路の整備 

事業主体 国 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

上北自動車道及び八戸・久慈自動車道の整備 

【実施状況】 

〇上北自動車道 

道路名称 進捗状況 備考 

上北道路（延長 7.7㎞） 
平成 17年度：事業着手 
平成 25年 3 月：供用開始（暫定 2 車線） 

 

上北天間林道路（延長 7.8㎞） 
平成 20年度：事業着手 
平成 31年 3 月：供用開始（暫定 2 車線） 

 

天間林道路（延長 8.3 ㎞） 平成 24年度：事業着手 
令和 4 年度内供用開
始予定 

 
〇八戸・久慈自動車道 

道路名称 進捗状況 備考 

八戸南環状道路（延長 8.6㎞） 
平成 3年度：事業着手 
平成 26年 3 月：供用開始（暫定 2 車線） 

 

八戸南道路（延長 8.7 ㎞） 
平成 7年度：事業着手 
平成 25年 3 月：供用開始（暫定 2 車線） 

 

洋野階上道路（延長 23.0㎞） 平成 23年度：事業着手 
令和 2 年度末供用開
始予定 

久慈北道路（延長 7.4 ㎞） 
平成 20年度：事業着手 
令和 2年 3月：供用開始（完成 2車線） 

 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

八戸・久慈自動車道は令和 2 年度内に全線開通予定であるため、上北自動車道のみ事業継続となる予定。

全線開通は令和 4年度内の予定。 
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№15 ◆★都市計画道路の整備 

事業主体 県 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

都市計画道路 3・5・1 号沼館三日町線及び都市計画道路 3・3・8号白銀市川環状線（主要地方道八戸環状

線）の整備 

【実施状況】 

〇3・5・1号沼館三日町線 

整備箇所 進捗状況 備考 

内丸（延長 0.68㎞） 平成 22年度：事業着手 
 
 

 
〇3・3・8号白銀市川環状線（主要地方道八戸環状線） 

整備箇所 進捗状況 備考 

桔梗野工区（延長 2.73㎞） 
平成 7年度：事業着手 
平成 25年 12月：供用開始 

 

中居林工区（延長 0.60㎞） 
平成 16年度：事業着手 
平成 27年 3 月：供用開始 

 

糠塚工区（延長 1.95㎞） 
平成 9年度：事業着手 
平成 26年 3 月：供用開始 

 

天久岱工区（延長 3.50㎞） 平成 25年度：事業着手 
 
 

尻内工区（延長 1.35㎞） 平成 26年度：事業着手 
 
 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 

№16 主要道路の整備 

事業主体 県 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

国道 454 号（正法寺Ⅱ期工区・豊崎バイパス）の整備 

【実施状況】 

〇国道 454号 

整備箇所 進捗状況 備考 

正法寺Ⅱ期工区（延長 0.64 ㎞） 
平成 22年度：事業着手 
平成 29年度：完成 

正法寺工区（延長 1.2
㎞）：平成 18年度完成 

豊崎バイパス（延長 2.7㎞） 平成 29年度：事業着手 
 
 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 



施策シート ３－（２）湾港の整備 

 

- 11 - 

１．施策情報 

基本方向 ３．都市基盤の再建 

施策名 ３－（２）湾港の整備 

施策の概要 目指す姿 

北東北の地域経済を支える国際物流拠点港として、八戸港の整備促進や防災力の強化が図ら

れている。 

市民アンケートにおける現状評価 

【設問】防潮堤や堤防の整備等により、臨海部や河川における津波対策の強化が図られている。 

【点数】H29：2.7 H30：2.9 H31：2.8 R2：2.9 

施策の工程 

 

 

参考指標の動向 

 

 

 

 

 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

復　旧　期 再　生　期 創　造　期

① 港湾施設の早期復旧

② 北東北の国際物流拠点港としての八戸港の整備促進と防災力の強化

③ 国際コンテナ定期航路等の航路の早期再開と拡充
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２.施策を構成する主要事業（創造的復興プロジェクト事業等） 

①湾港施設の早期復旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№01 八戸港復旧・復興指針の策定（再掲） 

事業主体 国・県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

八戸港の復旧・復興に向けた方針の策定 

【実施状況】 

〇策定経過 
八戸港復興会議の開催 

第 1回八戸港復興会議（平成 23 年 5月 23 日） 
・被災状況について 
・復旧・復興の進め方について 

第 2回八戸港復興会議（平成 23 年 6月 30 日） 
・復旧・復興方針（素案）について 

第 3回八戸港復興会議（平成 23 年 8月 4日） 
・復旧・復興方針（案）について 

 
八戸港復旧・復興方針（平成 23 年 8月 4日策定） 

Ⅰ. 早期かつ適切な湾港物流機能の復旧 
Ⅱ. ハード・ソフトを合わせた総合的な津波・地震防災対策 
Ⅲ. 新たなる取り組みによる港の復興 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№02 ◆八太郎北防波堤等の復旧 

事業主体 国 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

八太郎北防波堤の応急復旧及び中央第 1防波堤、中央第 2防波堤の復旧 

【実施状況】 

〇八太郎北防波堤 

年度 内容 

平成 23年度 
・防波堤中央部の消波ブロック積み上げによる応急復旧完了 
・防波堤ハネ部の応急復旧完了 

平成 24年度 

・八太郎地区 P 岸壁取付護岸復旧完了 
・八太郎 2号埠頭用地陥没部分の補修、拡張工事完了 
・八太郎北防波堤中央部へのケーソン据付完了 
・コンテナターミナル管理棟、検査棟の復旧完了 
・八太郎 D、E岸壁舗装復旧完了 

平成 25年度 ・復旧完了（平成 25年 9月） 

 
〇中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤 

年度 内容 

平成 24年度 ・ケーソン撤去･破砕工事完了 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№03 航路・泊地の復旧 

事業主体 国・県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

河原木地区航路・泊地、八太郎地区泊地等の復旧 

【実施状況】 

年度 内容 

平成 22年度 
・船舶の航行確保に向けた水深、海底支障物の調査 

（海上保安部、海上自衛隊、国土交通省、青森県） 
・海底の車両、小型船、コンテナ等の支障物撤去の開始 

平成 23年度 
・災害査定の実施(県事業) 
・航路泊地の支障物撤去完了 

平成 24年度 
・八太郎地区-13m泊地浚渫完了 
・八太郎地区-7.5m、-10m泊地浚渫完了 
・河原木地区-7.5m 泊地浚渫完了 

平成 25年度 ・八太郎地区-12～-13m航路・泊地浚渫完了 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№04 護岸、臨港道路、港湾緑地等の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

護岸、臨港道路、港湾緑地等の復旧及び岸壁背後地の陥没を予防する空洞調査の実施 

【実施状況】 

〇護岸の復旧 

年度 内容 

平成 23年度 ・八太郎地区 D 岸壁取付護岸復旧完了 

平成 24年度 
・八太郎地区 P 岸壁取付護岸復旧完了 
・河原木地区廃棄物埋立護岸（ポートアイランド）復旧工事完了 

 
〇臨港道路の復旧 

年度 内容 

平成 23年度 
・八太郎地区白銀北沼線等の照明柱復旧完了 
・八太郎大橋、シーガルブリッジ高欄等の復旧完了 

 
〇港湾緑地の復旧 

年度 内容 

平成 24年度 ・復旧完了（4箇所） 

 
〇岸壁背後地の陥没を予防する空洞化調査の実施 

年度 内容 

平成 23年度 ・調査実施（平成 23年 8月～11月） 

 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№05 八戸臨海鉄道の運転再開 

事業主体 八戸臨海鉄道 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により運休していた八戸臨海鉄道（八戸貨物～北沼間）の運転再開 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 11日 地震発生により運休 
平成 23年 4 月 11日 軌道関係復旧、試運転（単機（機関車のみ）） 
平成 23年 5 月 13日 踏切保安装置復旧、試運転 
平成 23年 6 月 2日 運転再開 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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②八戸湾の整備促進と防災力の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№06 清掃船「清港丸」陸揚げ・解体 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により沈没した八戸港清掃船の陸揚げ及び解体の実施 

【実施状況】 

平成 23年 10月 5日 全ての作業終了 
 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№07 八戸港復旧・復興指針の策定（再掲） 

事業主体 国・県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

八戸港の復旧・復興に向けた方針の策定 

【実施状況】 

〇策定経過 
八戸港復興会議の開催 
第 1回八戸港復興会議（平成 23 年 5月 23 日） 
・被災状況について 
・復旧・復興の進め方について 

第 2回八戸港復興会議（平成 23 年 6月 30 日） 
・復旧・復興方針（素案）について 

第 3回八戸港復興会議（平成 23 年 8月 4日） 
・復旧・復興方針（案）について 

 
八戸港復旧・復興方針（平成 23 年 8月 4日策定） 
Ⅰ. 早期かつ適切な湾港物流機能の復旧 
Ⅱ. ハード・ソフトを合わせた総合的な津波・地震防災対策 
Ⅲ. 新たなる取り組みによる港の復興 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№08 ◆★八戸港の整備 

事業主体 国・県 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

・中央第 1・第 2防波堤、航路泊地、土砂処分場、河原木 1号ふ頭（ポートアイランド）等の整備 

・コンテナ貨物量の増加に対応した国際物流ターミナルの機能拡充 

【実施状況】 

市では、国・県が実施する港湾施設の整備事業（防波堤整備、航路・泊地の浚渫、緑地整備等）に伴う負
担金を支出 
 
〇中央第 1・第 2防波堤、航路泊地、土砂処分場、ポートアイランド等の整備 

年度 内容 

平成 23年度 
・中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤整備 
・ポートアイランド第二期：21ha埋立竣功 
・八太郎緑地、河原木２号埠頭緑地整備完了 

平成 24年度 

～  
平成 25年度 

・中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤整備 

平成 26年度 
・中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤整備 
・ポートアイランド内道路整備完了 

平成 27年度 

・中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤整備 
・航路･泊地整備、土砂処分場整備（市川、八太郎 2号埠頭） 
・河原木地区沼館緑地護岸工事・埋立 
・八太郎 1号埠頭嵩上げ工事 
・第一工業港浚渫工事 

平成 28年度 

～  
平成 29年度 

・中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤整備 
・航路･泊地整備、土砂処分場整備（市川、八太郎 2号埠頭） 
・河原木地区沼館緑地護岸工事・埋立 
・市川船だまり防砂堤消波ブロック据付 
・第一工業港浚渫工事 

平成 30年度 

～  
令和 2年度 

・中央第 1防波堤、中央第 2 防波堤整備 
・航路･泊地整備、土砂処分場整備（市川） 
・八戸シーガルブリッジ耐震改良工事 

 
[整備状況]・中央第 1 防波堤：2,275m/2,320m（98.0%）  

・中央第 2防波堤：1,368m/1,470m（93.0%） 
※令和元年度末現在の事業採択延長に占める完成延長の割合 

 
〇国際物流ターミナルの機能拡充 

年度 内容 

平成 27年度 
・八太郎 2号埠頭受変電棟津波対策 防水対策整備 
・八太郎 2号埠頭コンテナヤード整備（調査・設計・舗装改良） 

平成 28年度 ・八太郎 2号埠頭コンテナヤード整備（設計・用地買収・舗装改良） 

平成 29年度 ・八太郎 2号埠頭コンテナヤード拡張整備（本体工事・舗装改良） 

平成 30年度 ・八太郎 2号埠頭コンテナヤード拡張・供用開始 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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№09 ◆八戸港の防災機能の強化 

事業主体 国・県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 29 年度 

【事業概要】 

八戸港復旧・復興方針に基づく防災機能の強化（津波防護ラインの設定、漂流物防護柵の設置、防潮堤の

整備、緑地の嵩上げ等） 

【実施状況】 

年度 内容 

平成 23年度 ・八戸港復旧・復興方針策定（平成 23 年 8月） 

平成 24年度 
・八戸港 BCP策定検討会議（平成 24年 7月～平成 25年 3月） 
・八戸港内における防護ライン及び防潮堤等計画高の設定公表 

（平成 25年 3月） 

平成 25年度 
・八戸地区港湾漁港津波高潮対策事業(津波防護ライン)説明会開催 

（平成 25年 5月） 

平成 26年度 
・八太郎地区 4 号埠頭防潮堤工事着工（500ｍ） 
・河原木 2号埠頭防潮堤工事着工（60m) 
・緑地嵩上げ（測量、地質調査、設計） 

平成 27年度 
・八戸港津波高潮対策：防潮堤整備 
・八太郎緩衝緑地嵩上げ：緑地嵩上げ工事 
・河原木地区漂流物対策：漂流物防護柵整備 

平成 28年度 
・八戸港津波高潮対策：防潮堤整備 
・八太郎緩衝緑地嵩上げ：緑地嵩上げ工事 
・河原木地区漂流物対策：漂流物防護柵整備（H28年度完了） 

平成 29年度 

・八戸港津波高潮対策：防潮堤整備（H29年度完了） 
・八太郎緩衝緑地嵩上げ：緑地嵩上げ工事（H29年度完了） 
※津波防護ラインのうち、八戸港復旧・復興方針で実施することとし

た事業については実施完了 

 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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③航路の早期再開と拡充 

 

 

 

№10 フェリーターミナル施設の復旧 

事業主体 青森県フェリーふ頭公社 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

被災したターミナルビル及び公社事務所等の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 22日 代替航路として青森港で運行開始 
平成 23年 7 月 10日 青森県フェリーふ頭公社によるフェリーターミナルの復旧工事完了 
平成 23年 7 月 11日 八戸港での運航を再開 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№11 フェリー航路の再開（再掲） 

事業主体 海運事業者 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により運休していた苫小牧・八戸航路の運航再開 

【実施状況】 

・北防波堤の損壊やフェリーターミナルビルの損害等により静穏度の確保が難しいことから、青森港を暫 
定利用。 

・平成 23年 7月 11日 ターミナルビルの修復完了、フェリー航路再開 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№12 コンテナ航路の再開 

事業主体 海運事業者 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により寄港を休止していた定期航路の運航再開 

【実施状況】 

北防波堤の損壊やコンテナターミナル（主に電気設備等）の機能停止により、コンテナ船の寄港・荷役作
業が困難となり寄港を休止。 

平成 23年 4 月 23日 内航フィーダー航路再開 
平成 23年 5 月 19日 外航航路（中国・韓国航路）再開 
平成 23年 6 月 20日 外航航路（東南アジア航路）再開 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№13 コンテナターミナル施設（電源設備等）の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

冷蔵コンテナ電源設備、ガントリークレーン、管理棟、検査棟、ゲート等の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 4 月 ガントリークレーン 2 号機が稼働再開し、コンテナ輸送を再開 
平成 23年 5 月 リーファープラグ 10基稼働再開 
平成 23年 6 月 災害査定を実施(県事業) 
平成 23年 7 月 リーファープラグ 50基稼働再開 
平成 24年 2 月 ガントリークレーン 1 号機稼働再開 
平成 24年 5 月 受変電設備、管理棟、検査棟の復旧工事開始 
平成 24年 6 月 用地陥没部分の補修、拡張工事完了 
平成 24年 8 月 受変電設備が暫定受電から本格受電に移行 

リーファープラグ全 62 基稼働再開 
平成 24年 10月 復旧完了 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№14 保安対策設備の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

国際港湾施設の保安対策フェンスやセンサー等の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 5 月～ 復旧工事 
平成 24年 3 月 復旧完了 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№15 ◆★【復興】ポートセールスの展開（再掲） 

事業主体 
市・八戸港国際物流拠点化推進

協議会 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

・企業訪問などによるポートセールス活動の実施 

・海外、首都圏、北東北におけるポートセミナーの開催などによる八戸港の利用促進 

【実施状況】 

年度 内容 

平成 23年度 
・「八戸セミナー2011」を東京及び名古屋で開催（八戸港の PR） 
・「東南アジアコンテナ定期航路交流ミッション」にて、シンガポール、ベトナム

へミッション団を派遣 

平成 24年度 

・「八戸セミナー2012」を東京及び名古屋で開催（八戸港の PR） 
・「八戸港コンテナ定期航路交流ミッション」にて、韓国・台湾へミッション団を

派遣 
・「八戸港貿易促進セミナーin盛岡」開催 

平成 25年度 
・「八戸セミナー2013」を東京及び名古屋で開催（八戸港の PR） 
・「八戸港中国ポートセールスミッション」にて、香港、深圳、広州へミッション

団を派遣 

平成 26年度 
・「八戸セミナー2014」を東京及び名古屋で開催（八戸港の PR） 
・海外ポートセールス（韓国・中国へミッション団を派遣） 

平成 27年度 
・「八戸セミナー2015」を東京及び名古屋で開催（八戸港の PR） 
・海外ポートセールス（米国タコマ市・シアトル市へミッション団を派遣） 

平成 28年度 

・「八戸セミナー2016」を名古屋及び東京で開催 
・海外ポートセールス（台湾・韓国へミッション団を派遣） 
・八戸港コンテナ定期航路開設促進事業費補助金（船社向けインセンティブ）の

創設 

平成 29年度 

・「八戸セミナー2017」を名古屋及び東京で開催 
・海外ポートセールス（中国上海市へミッション団を派遣） 
・八戸港コンテナ定期航路開設促進事業費補助金（船社向けインセンティブ）の

交付：実績なし 

平成 30年度 

・「八戸セミナー2018」を東京及び名古屋で開催 
・海外ポートセールス（台湾台北市・高雄市へミッション団を派遣） 
・八戸港コンテナ定期航路開設促進事業費補助金（船社向けインセンティブ）の

交付：実績なし 

令和元年度 

・「八戸セミナー2019」を東京及び名古屋で開催 
・海外ポートセールス（韓国へミッション団を派遣） 
・八戸港コンテナ定期航路開設促進事業費補助金（船社向け）の交付：実績なし 
・八戸港コンテナ貨物利用促進事業費補助金（荷主向け）の交付 

：実績 延べ 26 件、4,193千円 

令和 2年度 
・八戸港コンテナ定期航路開設促進事業費補助金（船社向け）の交付 
・八戸港コンテナ貨物利用促進事業費補助金（荷主向け）の交付 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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№16 ◆★海外販路拡大事業（再掲）① 

事業主体 県・市・民間 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

 地場産品の販路拡大を図るための海外展示会へのブース出展及びバイヤーとのマッチング支援の実施 

【実施状況】 

年度 内容 

平成 23年度 

・展示会出展等 
台湾 「Food Taipei 2011」 
香港 「Food Expo 2011」 

・蘭州市商業貿易代表団による市内水産加工業者の工場視察及び意見交換等 

平成 24年度 

・展示会出展等 
台湾 「Food Taipei 2012」 
中国 「第 18回蘭州投資貿易商談会」 
香港 「Food Expo 2012」 

・ALT・留学生等によるテストマーケティング 

平成 25年度 

・展示会出展等 
台湾 「Food Taipei 2013」 
香港 「Food Expo 2013」 
ハワイ 「青森フェア」 
地場産品の PR、企業との商談（香港、中国） 

・海外バイヤー招聘 
米国・国内（5月）、台湾（7 月）、香港（8 月） 

平成 26年度 

・展示会出展等 
香港 「Food Expo 2014」 
マレーシア現地 JETRO 商談会参加、現地市場視察、企業訪問（商談） 
ハワイ「AOMORI FAIR」参加、現地市場視察、企業訪問（商談） 

平成 27年度 

・展示会出展等 
香港 「Food Expo 2015」 
シアトル 青森フェア in宇和島屋 
ロス・ハワイ 「AOMORI フェア」参加、現地市場視察、企業訪問（商談） 

・青森県産品フェアの開催 
ベトナム Japan Aomori Food Fair 2016 出展 

・海外への販売促進のための協力・支援 
関係団体と連携・協力したセミナー等の開催 

平成 28年度 

・在外公館でのプロモーション活動 
ロスプロモーション 

・青森県産品フェアへの参加 
ロス AOMORI フェア 
シアトル 青森フェア in宇和島屋 

・青森県産品フェアの開催 
ベトナム Japan Aomori Food Fair 2017 

・海外への販売促進のための協力・支援 
・海外販路拡大支援事業補助金の新設 

 
次ページに続く 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№16 ◆★海外販路拡大事業（再掲）② 

事業主体 県・市・民間 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

 地場産品の販路拡大を図るための海外展示会へのブース出展及びバイヤーとのマッチング支援の実施 

【実施状況】 

年度 内容 

平成 29年度 

・在外公館でのプロモーション活動 
シアトルプロモーション 

・青森県産品フェアへの協力 
事業周知、企業への参加呼び掛け、観光パンフ等の提供 

・青森県産品フェアの開催 
ベトナム Japan Aomori Food Fair 2018 in ホーチミン 

・海外への販売促進のための協力・支援 
・海外販路拡大支援事業補助金（6社、1,141 千円） 
・世界黒にんにくサミット in 八戸 2017 開催支援事業補助金（1社、200 千円） 

平成 30年度 

・米国食品安全強化法等対応販路拡大支援事業（ニューヨーク） 
国内事業：法対応セミナー、バイヤー招聘商談会、個別相談会 
現地事業：現地輸入業者への営業活動及び現地小売店でのデモ販売 

・ASEAN 向け通年マッチング支援事業（ベトナム・その他 ASEAN） 
国内事業：バイヤー招聘商談会、通年マッチング支援 
現地事業：現地輸入業者への営業活動代行及び現地小売店でのデモ販売・プ

ロモーション 
・海外への販売促進のための協力・支援 
・海外販路拡大支援事業補助金（11 社、2,296千円） 
・世界黒にんにくサミット in 八戸 2018 開催支援事業補助金（1社、200 千円） 
・八戸圏域農水畜産品海外販路拡大可能性調査 

令和元年度 

・海外販路拡大セミナーの開催 
・ASEAN 向け通年マッチング支援事業（ベトナム・その他 ASEAN） 

国内事業：バイヤー招聘商談会、通年マッチング支援 
現地事業：現地輸入業者への営業活動代行及び現地小売店でのデモ販売・プ

ロモーション 
・海外への販売促進のための協力・支援 
・海外販路拡大支援事業補助金（10 社、1,933千円） 

令和 2年度 

・海外販路拡大セミナー（商談スキルアップ講座）の開催 
・ASEAN 向け通年マッチング支援事業（ベトナム・シンガポール・その他 ASEAN） 
・海外への販売促進のための協力・支援 
・海外販路拡大支援事業補助金 
・在日ベトナム人等を対象としたマーケティングリサーチ 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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№17 ◆★海外経済交流事業（再掲）① 

事業主体 県・市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

アジア及び北米との貿易拡大を目指した経済交流の促進 

【実施状況】 

 

年度 内容 

平成 23年度 

・蘭州市商業貿易代表団による市内水産加工業者の工場視察及び意見交換等 
・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員（北米タコマ、中国天津、シンガポール）による現地情

報の提供（委嘱更新） 

平成 24年度 

・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員（北米タコマ、中国天津、シンガポール）による現地情

報の提供（委嘱更新） 
・「第 18 回蘭州投資貿易商談会」に八戸市としてブース出展 

天津市との経済交流事業 
企業訪問・視察、商談を実施 

平成 25年度 
・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員（北米タコマ、中国天津、上海、香港、台湾、シンガポ

ール）による現地情報の提供（委嘱更新） 

平成 26年度 
・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員（北米タコマ、中国天津、上海、香港、台湾、シンガポ

ール、ベトナム）による現地情報の提供（委嘱更新） 

平成 27年度 

・姉妹港等との経済交流 
タコマ港との経済貿易協定の更新 
フィリピン・マニラ港（姉妹港）の現地情勢についての情報収集 

・友好都市等との経済交流 
・中国天津市、蘭州市等の友好都市等との経済交流に係る情報収集 
・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員との交流、現地情報の提供 

香港：新規協力員を委嘱（前任者からの引継） 
北米：新規協力員を委嘱 

平成 28年度 

・姉妹港等との経済交流 
タコマ港との経済貿易拡大に係る情報収集 
フィリピン・マニラ港（姉妹港）の現地情勢についての情報収集 

・友好都市等との経済交流 
中国天津市、蘭州市等の友好都市等との経済交流に係る情報収集 

・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員との交流、現地情報の提供 

 
次ページに続く 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№17 ◆★海外経済交流事業（再掲）② 

事業主体 県・市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

アジア及び北米との貿易拡大を目指した経済交流の促進 

【実施状況】 

 

年度 内容 

平成 29年度 

・姉妹港等との経済交流 
タコマ港との経済貿易拡大に係る情報収集 
フィリピン・マニラ港（姉妹港）の現地情勢についての情報収集 

・友好都市等との経済交流 
中国天津市、蘭州市等の友好都市等との経済交流に係る情報収集 

・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員との交流、現地情報の提供（委嘱更新） 

平成 30年度 

・姉妹港等との経済交流 
タコマ港との経済貿易拡大に係る情報収集 
フィリピン・マニラ港（姉妹港）の現地情勢についての情報収集 

・友好都市等との経済交流 
中国天津市、蘭州市等の友好都市等との経済交流に係る情報収集 

・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員との交流、現地情報の提供 

令和元年度 

・姉妹港等との経済交流 
タコマ港との経済貿易拡大に係る情報収集 
フィリピン・マニラ港（姉妹港）の現地情勢についての情報収集 

・友好都市等との経済交流 
中国天津市、蘭州市等の友好都市等との経済交流に係る情報収集 

・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員との交流、現地情報の提供 

令和 2年度 

・姉妹港等との経済交流 
タコマ港との経済貿易拡大に係る協定更新（郵送による） 
フィリピン・マニラ港（姉妹港）の現地情勢についての情報収集 

・友好都市等との経済交流 
中国天津市、蘭州市等の友好都市等との経済交流に係る情報収集 

・八戸港情報誌による海外情報の提供 
・八戸市海外経済協力員との交流、現地情報の提供（委嘱更新） 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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１．施策情報 

基本方向 ３．都市基盤の再建 

施策名 ３－（３）海岸・河川の整備 

施策の概要 目指す姿 

市民の生命・財産を守るための海岸や河川の堤防等の復旧整備が進み、津波対策の強化が図

られている。 

市民アンケートにおける現状評価 

【設問】防潮堤や堤防の整備等により、臨海部や河川における津波対策の強化が図られている。 

【点数】H29：2.7 H30：2.9 H31：2.8 R2：2.9 

施策の工程 

 

 

参考指標の動向 

 

 
 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

復　旧　期 再　生　期 創　造　期

① 堤防、防潮堤、水門等の復旧整備による海岸の津波対策の推進

② 堤防等の復旧整備による河川の洪水、津波・高潮対策の推進

○海岸対策の状況

項目 内容等

市川海岸
※五戸川河口北側

・五戸川河口北側の海岸堤防・離岸堤の災害復旧（H24.3完了）（県）

八戸港海岸（八太郎地区）
※五戸川河口南側

・五戸川河口南側の海岸堤防・陸閘(こう)の整備（H25.9完成）（県）

市川地区保安林
(飛砂防備保安林)

・クロマツ苗木の植栽工、静砂工の実施（H28年度完了）（県）

○河川対策の状況

項目 内容等

一級河川馬淵川

・堤防、大堰、護岸等の河川施設の復旧（H24年度完了）（国）
・馬淵川河川防災ステーション完成（H26.3完成）（国）
・八戸市水防センター完成（H26.3完成）（市)
・一日市地区改修事業（H27年度～）（国）

二級河川五戸川

・河口部の堤防復旧（H24.3完了）（県）
・地震・高潮対策（H23年度～）（県）
　　H26年度：用地取得を実施
　　H27年度：堤防嵩上げ工事、用地取得
　　H28年度：堤防嵩上げ工事、用地取得
　　H29年度：堤防嵩上げ工事、用地取得
　　H30年度：堤防嵩上げ工事
　　R01年度：堤防嵩上げ工事
　　R02年度：堤防嵩上げ工事（完了予定）

二級河川新井田川
・津波によって流された船の撤去(H23.6完了)（県)
・台風１5 号により損壊した護岸の復旧・改修（H25.3完了）（県）
・柳橋～塩入橋区間の水深測量調査を実施（H26年度）(県）
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２．施策を構成する主要事業（創造的復興プロジェクト事業等） 

①海岸の津波対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№01 市川海岸堤防・離岸堤の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により損傷した海岸堤防・離岸堤の復旧 

【実施状況】 

平成 24年 3 月 復旧工事完了 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№02 市川地区保安林の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 28 年度 

【事業概要】 

津波により倒木した飛砂防備保安林の復旧 

【実施状況】 

〇緊急雇用創出事業（平成 23 年度～平成 26年度） 
・津波により倒伏したクロマツ及び海岸漂着物の撤去 
・被害倒木（クロマツ）の伐採除去 

 
〇県海岸防災林造成事業（平成 23年度～平成 28 年度） 

年度 クロマツ苗木の植栽 静砂工の実施 

平成 23年度 0.70ha 3,397ｍ 

平成 24年度 1.00ha 7,733ｍ 

平成 25年度 1.50ha 9,125ｍ 

平成 26年度 1.97ha 5,958ｍ 

平成 27年度 4.51ha 5,540ｍ 

平成 28年度 3.20ha 1,600ｍ 

合計 12.88ha 33,353ｍ 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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②河川の洪水、津波・高潮対策の推進 

 

 

 

№03 ◆市川地区の海岸堤防整備 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

市川地区（五戸川河口の南側）の海岸堤防、陸こうの整備 

【実施状況】 

平成 21年度 八戸港海岸耐震事業開始（堤防延長 480ｍ） 
平成 25年度 整備完了（堤防・陸こう） 
 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№04 ◆一級河川馬淵川の堤防復旧 

事業主体 国 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

津波により損傷した河口部の堤防、馬淵大堰、護岸等の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 17日 馬淵川の応急復旧完了 
平成 24年 3 月 馬淵川大堰の本復旧完了 
平成 24年度 馬淵川左岸の護岸復旧完了 
平成 25年度 馬淵川河口部堤防嵩上げ等の工事完了 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№05 ◆二級河川五戸川の堤防復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により損傷した河口部の堤防の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 4 月 6日 五戸川の応急復旧完了 
平成 24年 3 月 五戸川の堤防本復旧完了 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№06 二級河川新井田川の原状復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 26 年度 

【事業概要】 

・津波によるガレキ等の堆積物の撤去 

・崩壊護岸の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 6 月 9日 津波によって流された船の撤去完了 
平成 23年 9 月 台風 15号により、護岸が損壊 
平成 25年 3 月 護岸の本復旧工事、改修工事完了 
平成 25年 7 月 河川改良（L=65m）完了 
平成 26年度 河川測量調査（柳橋～塩入橋区間） 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№07 水路の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により損壊及び土砂が堆積した市川地区の水路の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 6 月上旬 農業用排水路の復旧完了 
平成 23年 6 月下旬 一般水路の堆積土砂排除完了 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№08 ◆一級河川馬淵川の河川改修 

事業主体 国・市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 22 年度～ 

【事業概要】 

・無堤区間（根城地区等）における堤防の整備 

・河川防災ステーション、水防センターの整備 

・河川の改修 

【実施状況】 

〇堤防の整備 
根城地区において完成堤防を整備（平成 23年度） 

 
〇河川防災ステーション、水防センターの整備 

平成 26年 3 月 28日 
・馬淵川河川防災ステーション完成（防災ヘリポート、車両格納庫、備蓄資材スペース、駐車場等） 
・馬淵川水防センター完成 
※国による馬淵川河川防災ステーションの整備に合わせ、水防団の活動拠点として市が整備 

 
〇河川の改修 

年度 内容 

平成 25年度 
・八幡地区改修事業(用地取得･河道掘削･築堤) 
・長苗代地区改修事業(堤防強化) 

平成 26年度 
・八幡地区改修事業(築堤工事実施) 
・城下地区堤防強化工事完成 

平成 27年度 
・八幡地区改修事業（築堤完成） 
・一日市地区改修事業 

平成 28年度 ・一日市地区改修事業 

平成 29年度 

～  
令和 2年度 

・一日市地区改修事業（用地買収、河道掘削） 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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№09 五戸川地震・高潮対策河川事業 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～令和 2 年度 

【事業概要】 

既設堤防の嵩上げや粘り強い構造への改良等による地震・高潮対策の推進 

【実施状況】 

計画堤防延長 L＝3,490ｍ（両岸分） 
 

年度 内容 

平成 23年度 ・概略設計、地質調査、測量作業の着手 

平成 24年度 ・詳細設計 

平成 25年度 
・計画延長(1工区)L＝870ｍ 
・用地測量、詳細設計 
・地域住民への事業説明会 

平成 26年度 ・用地取得 

平成 27年度 

～  
平成 29年度 

・堤防工事、用地取得 

平成 30年度 

～  
令和元年度 

・堤防工事 

令和 2年度 ・堤防工事（完了予定） 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 



施策シート ３－（４）道路・公園・下水道等の整備 

 

- 31 - 

１．施策情報 

基本方向 ３．都市基盤の再建 

施策名 ３－（４）道路・公園・下水道等の整備 

施策の概要 目指す姿 

避難路となる道路網や避難先となる公園・緑地の整備、建物の耐震化等が進み、災害時にお

ける迅速かつ円滑な避難と安全が確保されている。 

市民アンケートにおける現状評価 

【設問】避難道路や避難所の整備、避難所への物資の備蓄などにより、防災・減災対策の強化

が図られている。 

【点数】H29：2.7 H30：2.8 H31：2.7 R2：2.8 

施策の工程 

 

参考指標の動向 

    

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

復　旧　期 再　生　期 創　造　期

①道路の早期復旧と災害に強い道路網の整備

②公園・緑地の早期復旧と災害の緩衝空間として公園・緑地の整備

③し尿処理施設と下
水道の早期復旧・整
備

④公共施設の早期復
旧・整備

○復旧完了の衛生施設

施設名

環境クリーンセンター

八戸汚水中継ポンプ場

○避難道路等の整備

内容等 完了年度

・延長560mの拡幅
・車道の拡幅

H28年度

・延長277.3mの拡幅
・階段の拡幅

H28年度

・延長2,470.3mの拡幅
・車道の拡幅
・歩道の整備(一部両側)

R03年度以降
（予定）

・延長592.1mの拡幅
・車道の拡幅

H28年度

・延長703.6mの拡幅
・車道の拡幅

H27年度

・延長347.2mの拡幅
・車道の拡幅

H27年度

・延長約300mの拡幅
・歩道の拡幅

H27年度

・歩道の拡幅（橋長88ｍ） H27年度

事業名

内容等

・第１、第２処理場の復旧
・H24.9完了
※復旧まで、東部終末処理場でし尿等受入

・電気・機械設備等の復旧
・H25.3完了

橋向五戸線歩道拡幅事業（県）

八戸階上線湊橋歩道拡幅事業（県）

蓮沼八太郎山線道路改良事業

汐越線他階段整備事業

橋向尻引線他道路改良事業
(橋向尻引線・向谷地堤下線)

2号橋向線道路改良事業

市川後高屋敷線他道路改良事業
(市川後高屋敷線・市川後下揚線)

市川工業団地通線道路改良事業
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２．施策を構成する主要事業（創造的復興プロジェクト事業等） 

①道路の早期復旧と災害に強い道路網の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№01 交通安全施設（信号機、標識）の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により損壊・故障した八太郎地区、湊地区、白銀地区の信号機、道路標識等の復旧 

【実施状況】 

〇信号機 
平成 23年 6 月 8日までに全部復旧（14箇所） 

 
〇標識 

通行に支障をきたすもの：平成 23年 10月末復旧 
その他未復旧箇所：平成 24 年 2月 9日までに全部復旧（143箇所） 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№02 県道の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により道路に堆積した土砂、がれきの撤去及び津波により被災した県道の復旧 

【実施状況】 

平成 23年度 
・八戸百石線外路面清掃 
・八戸階上線設計業務（湊橋高欄） 
・八戸階上線外道路管理工事（がれき撤去） 
・八戸百石線外道路管理工事（がれき撤去） 
・八戸階上線橋梁維持修繕（湊橋）工事 
・八戸階上線交通安全対策工事（蕪嶋） 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 



施策シート ３－（４）道路・公園・下水道等の整備 

 

- 33 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№03 市道の障害物除去 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により道路に堆積した土砂、がれきの撤去 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 道路上に堆積した土砂、がれき等の撤去（沿岸部の市道 61路線） 
平成 23年 8 月 側溝に堆積した土砂等の撤去 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№04 市道の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震及び津波による被害を受けた道路、歩道橋、街路灯の復旧 

【実施状況】 

補修・改修（平成 23年度） 
・市川町字古館（路盤、法面破損） 
・市川町字尻引堤沢（道路沈下） 
・河原木字川目（橋脚洗掘） 
・鮫町字遙望石（路盤、舗装破損） 
・柏崎二丁目（歩道橋街路灯・Ｃｏ基礎破損） 
・北白山台五丁目（歩道橋ジョイント部分・雨樋破損） 
・新湊一丁目（街路灯制御部分浸水） 
・鮫町字堀込（街路灯倒壊） 
・鮫町字大作平（街路灯倒壊） 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№05 ◆★避難道路等整備事業 

事業主体 県・市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

津波被害を受けた市川（多賀）地区、湊地区、河原木地区における避難路(道路・階段)の整備 

【実施状況】 

[整備実績] 

地区 事業（路線）名 整備内容 完了 

市川（多賀）地区 

・市川工業団地通線道路改良事業 車道拡幅 平成 27年度 

・市川後高屋敷線道路改良事業 
車道拡幅、車道
改良 

平成 27年度 

・市川後下揚線道路改良事業 車道改良 平成 27年度 

・2号橋向線道路改良事業 車道拡幅 平成 28年度 

・向谷地堤下線道路改良事業 
車道拡幅、歩道
整備 

平成 28年度 

・橋向尻引線道路改良事業 
車道拡幅、歩道
整備 

実施中 

・県道橋向五戸線歩道拡幅事業 歩道拡幅等 平成 27年度 

湊地区 

・下条線階段整備事業 階段拡幅 平成 27年度 

・下条館鼻線階段整備事業 階段拡幅 平成 27年度 

・新湊 15号線階段整備事業 階段拡幅 平成 28年度 

・汐越線階段整備事業 階段拡幅 平成 26年度 

・主要地方道八戸階上線（湊橋）歩道拡幅事業 
橋梁歩道拡幅
等 

平成 27年度 

河原木地区 ・蓮沼八太郎山線道路改良事業 車道拡幅 平成 28年度 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施（橋向尻引線道路改良事業） 
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②公園・緑地の早期復旧と災害の緩衝空間として公園・緑地の整備 

 

 

 

№06 ◆★新大橋整備事業 

事業主体 市 

事業区分 継続 

事業期間 平成 25 年度～ 

【事業概要】 

市道沼館小田線（新大橋）橋梁の耐荷力、耐震性能等の調査及び調査結果を踏まえた架け替え 

【実施状況】 

全体延長 720m（うち橋長約 300m） 
 

年度 主な内容 

平成 25年度 ・橋梁健全度調査、地質調査 

平成 26年度 ・橋梁予備設計、現況測量、地質調査 

平成 27年度 
・橋梁詳細設計、地質調査、跨線橋詳細設計、道路詳細設計、交通
影響調査 

平成 28年度 
・用地測量、物件調査、河川管理用通路詳細設計、仮締切詳細設計、
添架物移設補償 

平成 29年度 
・沼館三丁目交差点改良、交通規制実証実験、橋梁詳細修正設計、
地質調査、用地測量、添架物移設･建物等補償、用地買収 

平成 30年度 
・新大橋塗膜除去工事、新大橋上部(床版)撤去工事、地盤変動影響
調査、添架物移設･建物等補償、用地買収 

令和元年度 

・新大橋上部(主桁)撤去工事、、新大橋河原木跨線橋整備工事、新大
橋下部(A1)整備工事、新大橋下部(P1～P5,P7,P8,P11,P12)撤去工
事、本八戸駅沼館線他交通安全施設対策工事、地盤変動影響調査、
新大橋架替工事監督支援、建物等補償 

令和 2年度 
・新大橋撤去(P6,P9,P10)工事、新大橋下部(P1～P4、A2)整備工事、
沼館小田線ほか道路改良工事、建物等補償 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施（令和 7 年度完了予定） 

№07 公園の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震及び津波により損壊した公園施設（遊具、フェンス等）の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 4 月 まつりんぐ広場インターロッキング舗装の段差の復旧工事実施 
平成 24年 3 月 被災 6公園の復旧工事完了 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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③し尿処理施設と下水道の早期復旧・整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№08 公園の災害廃棄物等処理 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により散乱した災害廃棄物等の処理 

【実施状況】 

平成 23年 9 月 被災 3公園におけるゴミ等の集積、排出完了 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№09 し尿処理施設の復旧 

事業主体 八戸地域広域市町村圏事務組合 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

津波により冠水した環境クリーンセンターの第 1 処理場、第 2 処理場の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 6 月～9月 被災状況調査 
平成 23年 7 月～9月 応急仮設工事 
平成 23年 12月 災害査定 
平成 24年 2 月～9月 本復旧工事 

・現状のし尿・浄化槽汚泥の収集量に見合った処理能力及び処理方式への変更 
・被災設備の復旧工事及び処理方式変更に伴う一部設備の増加 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№10 馬淵川流域下水道施設の復旧 

事業主体 県 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

津波により冠水した八戸汚水中継ポンプ場の電気、機械等の復旧 

【実施状況】 

〇応急対応 
平成 23年 3 月～5月 五戸川への緊急放流 

 
〇仮復旧 

平成 23年 4 月～5月 仮設ポンプ 2台による部分送水（4/29～5/18） 
平成 23年 5 月～ 仮設ポンプ 3台による全量送水（5/19～） 

 
〇本復旧 

平成 23年 4 月 現地調査（概略調査 4/11、本調査 4/26～4/27） 
平成 23年 8 月 国土交通省災害査定（8/8～8/10） 
平成 23年 9 月～11 月 実施設計 
平成 24年 1 月 工事着手 
平成 25年 3 月 工事完了 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№11 し尿及び浄化槽汚泥受入・処理 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

し尿処理施設の被災に伴う、東部終末処理場におけるし尿処理の実施 

【実施状況】 

被災した環境クリーンセンターで処理していた「し尿及び浄化槽汚泥」の約 9割を東部終末処理場で受
入・処理 
 
平成 22年度 脱水ケーキ発生量 149トン 
平成 23年度 脱水ケーキ発生量 4,947トン 
平成 24年度 脱水ケーキ発生量 2,819トン 
 
※平成 24年 9月 30日 環境クリーンセンター復旧 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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④公共施設の早期復旧・整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№12 下水道施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

東部終末処理場の漏水箇所及び津波により冠水したポンプ場等の復旧 

【実施状況】 

[復旧工事の内容] 平成 24年 3月工事完了 
東部終末処理場：曝気槽流入水路 
館鼻汚水中継ポンプ場：細目自動除塵機、流入ゲート操作盤、シャッター、水銀灯、フェンス 
鮫マンホールポンプ：制御盤、フェンス 
清水川マンホールポンプ：制御盤 
中部第１幹線管理ポンプ：制御盤 
八戸港４・１幹線管理ポンプ：制御盤 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№13 学校施設の復旧 

事業主体 県・市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

・津波により浸水した多賀小学校校庭の復旧 

・地震により被災した小中学校校舎外壁等の復旧 

・地震により被災した県立学校施設の復旧 

【実施状況】 

〇被災校数 
小学校：38校、中学校：16 校、県立学校：11校 

 
〇工事実施校数 

小学校：18校、中学校：13 校、県立学校：3 校 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№14 清掃工場の復旧 

事業主体 八戸地域広域市町村圏事務組合 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震により損傷した清掃工場第一工場の復旧 

 

【実施状況】 

平成 23年 10月 外壁復旧工事実施、完了 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№15 消防施設の復旧 

事業主体 
八戸地域広域市町村圏事務組

合・市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

・地震により損傷した指令施設及び八戸消防署の復旧 

・津波により浸水した海上分団屯所の復旧及び水没した消防車両の修理 

【実施状況】 

平成 23年 6 月 消防車両水没による修理完了 
平成 23年 4 月～7月 復旧・修理完了 

・通信指令施設ＵＰＳ修理 
・八戸消防署塔屋ブレース修理 
・八戸消防署根城分遣所庁舎地盤沈下による改修 
・八戸東消防署ポンプ車水没による修理 

平成 24年 2 月 八戸東消防署指揮車更新事業完了 
平成 24年 3 月 おいらせ消防署庁舎周囲地盤沈下による改修工事完了 

海上分団屯所津波浸水による改修工事完了 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№16 学校給食施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

地震により損傷した給食センター（3施設）の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 5 月 北地区給食センター修繕完了 
平成 24年 3 月 西地区給食センター修繕完了 
平成 24年 9 月 南郷地区給食センター修繕完了 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№17 保育所施設の復旧 

事業主体 国・県・市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

地震及び津波により被災した保育園（浜市川保育園、新湊はますか保育園、是川保育園）の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 園舎復旧工事 
・浜市川保育園、是川保育園復旧工事完了 
・新湊はますか保育園仮復旧工事完了 

平成 24年 5 月 新湊はますか保育園移転開園(名称変更：湊高台保育園) 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№18 社会教育施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震により損傷した図書館、南郷図書館、児童科学館の復旧 

【実施状況】 

〇図書館、南郷図書館 
平成 23年 3 月 南郷図書館ガラス修繕完了 
平成 23年 8 月 南郷図書館玄関エキスパンション修繕完了 

図書館本館 3階書架耐震金具修繕完了 
 
〇児童科学館 

平成 23年 10月 工事着工 
平成 24年 1 月 工事完了 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№19 社会福祉施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

津波により損傷した老人いこいの家海浜荘、更上閣、総合福祉会館、身体障害者更生館の復旧 

【実施状況】 

〇海浜荘 
平成 23年 3 月 災害ボランティアによる施設清掃 
平成 23年 5 月 修繕 
平成 23年 6 月 入浴設備を除き再開 
平成 23年 7 月 入浴設備再開 

 
〇総合福祉会館、更上閣 

平成 23年 3 月 総合福祉会館の受水槽及び水道・空調設備配管の応急復旧 
平成 23年 4 月 更上閣の壁等修繕 
平成 23年 8 月 総合福祉会館の水道及び空調設備配管の修繕 
平成 24年 3 月 総合福祉会館の受水槽の取替工事 

 
〇身体障害者更生館 

平成 23年 11月 工事発注 
平成 24年 2 月 工事完了 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№20 体育施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震により損傷した長根スケートリンク、市体育館、南部山健康運動センター体育館等の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 10月 長根スケートリンク冷却液配管修繕 
平成 23年 10月～11月 長根スケートリンク冷凍機修繕 
平成 23年 11月～12月 南部山健康運動センター体育館天井パネル修繕 
平成 23年 12月～平成 24年 1月 弓道場外壁修繕 
平成 23年 12月～平成 24年 2月 南郷体育館煙突修繕 
平成 24年 1 月～平成 24年 2 月 新井田インドアリンク断熱パネル等修繕 
平成 24年 3 月 市体育館正面階段及びスロープ修繕 

武道館基礎モルタル修繕 
 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 



施策シート ３－（４）道路・公園・下水道等の整備 

 

- 42 - 

 

 

 

№21 文化施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震により損傷した八戸市公会堂、八戸市公民館等の復旧 

【実施状況】 

平成 23年 4 月 公会堂舞台設備（音響反射板ガイドレール）修繕 
平成 23年 5 月 公民館トップライトガラス修繕 
平成 23年 6 月～9月 公会堂舞台照明設備（ムービングライト・ミラーボール等）修繕 
平成 23年 10月 南部会館非常灯用蓄電池交換修繕 

南郷文化ホール（外構及び内装等）修繕 
公会堂・公民館白線引き直し修繕 

平成 23年 10月～平成 24年 3月 公会堂天井ほか（エントランス及びホワイエの天井、スプリンクラ
ーヘッド等）復旧工事 
公会堂・公民館外壁復旧工事 

平成 24年 2 月～3月 公民館外構（外部渡り廊下下部、正面広場石張、石垣等）復旧工事 
南郷文化ホールモニターシステム修繕 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№22 医療・保健施設の復旧 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

地震により損傷した南郷診療所、南郷母子健康センターの復旧 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 南郷診療所復旧事業完了（職員通用口、歯科ユニット他） 
平成 23年 9 月 南郷母子健康センター調理指導室、多目的ホールの天井修繕完了 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№23 被災施設の解体撤去 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

地震による損傷により適正な管理が困難になった旧食肉処理場の解体撤去 

【実施状況】 

平成 24年 6 月 15日 解体工事完了 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№24 斎場非常用発電設備更新工事 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 24 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

老朽化が進んでいる斎場非常用発電機の更新 

【実施状況】 

老朽化により稼働時間が 2時間程度となっていた斎場非常用発電機について、非常時において間断なく火
葬業務を実施するため、10時間程度稼動できる非常用発電機に更新 
 
平成 25年 3 月 25日 工事完了 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№25 保育所複合化等推進事業 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 24 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

多機能化・複合化する保育所を対象とした整備費の補助 

【実施状況】 

多機能化・複合化した保育所を 1所開設 
・施設名称：みどりのかぜ北ウィング（西白山台四丁目 1番 13号） 
・設置主体：社会福祉法人みつは会 
・開所日：平成 25 年 7月 1 日 
・定員：71人 
・施設機能：延長保育、一時預かり、地域子育て支援センター、放課後児童クラブ併設 
・事業費：総事業費 266,311,500 円 

補助金額 154,222,000 円 
※平成 25年 6月 福祉避難所の協定締結 

 
[事業スケジュール] 

平成 24年 7 月 運営事業者募集 
平成 24年 10月 運営事業者選定 
平成 25年 2 月 工事着工 
平成 25年 6 月 工事竣工 
平成 25年 7 月 保育所開所 
平成 25年 10月 補助金交付事業完了 
 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№26 東霊園無縁塔再整備事業 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 25 年度～平成 25 年度 

【事業概要】 

地震により倒壊した東霊園無縁塔の再整備 

【実施状況】 

・平成 24年度まで：再整備方法の検討・協議(積上げから埋設へ) 
・平成 26年 1月 ：完成 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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１．施策情報 

基本方向 ３．都市基盤の再建 

施策名 ３－（５）公共交通の維持・確保 

施策の概要 目指す姿 

バスや鉄道等の公共交通の利便性の向上と災害時の対応力の強化が図られ、災害時における

円滑な人の移動や物資の流通が確保されている。 

市民アンケートにおける現状評価 

【設問】運行情報の提供や運賃の上限設定などにより、市内外における路線バスの利便性が高

まっている。 

【点数】H29：2.6 H30：2.8 H31：2.8 R2：2.8 

施策の工程 

 

 

参考指標の動向 

 

   

 

 

 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

復　旧　期 再　生　期 創　造　期

①路線バスの利便性向上と災害への対応力の強化

② 東北新幹線の通常運行及び地方鉄道の全線復旧

③三沢（八戸）空港及びフェリーの航路充実

○市営バスの災害への対応力の強化

項目 内容

燃料タンク
２０kl　→　５０kl

（H24.10使用開始）

車載無線機
全車両１２４台に設置
（H24.12設置完了）

標高（海抜）表示
津波浸水想定区域内のバス停238か所に表示

（H25.2表示完了）
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２．施策を構成する主要事業（創造的復興プロジェクト事業等） 

①路線バスの利便性向上と災害への対応力の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№01 市営バス・民間バス事業者通常運行 

事業主体 市・バス事業者 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により一部運休していた市営バス及び民間バス事業者の通常運行 

【実施状況】 

平成 23年 4 月 1日～ 市営バス、南部バス平常運行再開 
平成 23年 4 月 4日～ 十和田観光電鉄平常運行再開 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№02 【復興】日本モビリティマネジメント会議の誘致・開催 

事業主体 会議主催者・市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 23 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

「震災とモビリティ」をテーマとした全国規模の会議の誘致・開催 

【実施状況】 

第 6回日本モビリティ・マネジメント会議 
開催日：平成 23年 7月 15日、16日 
会 場：八戸グランドホテル、八戸ポータルミュージアム 
主 催：一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議 
参加者：全国から 200 名 
内 容：路線バスをはじめとした公共交通の利用促進及びその効果としての地域振興など、多面的な分

野における「実務的な研究・取組」の発表 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№03 ★八戸市地域公共交通網形成計画推進事業 

事業主体 市・民間 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

・震災時の教訓を踏まえた地域公共交通の利便性や持続性を向上させる施策の継続的実施 

・地域公共交通活性化のためのリーディングプロジェクトの実施 

【実施状況】 

〇計画の策定 
・第 2次八戸市地域公共交通総合連携計画（平成 26年 3月策定） 
・八戸市地域公共交通網形成計画（平成 28年 3月策定） 

 
〇主な取組 

・乗合タクシー（シンタクン）事業 
最終新幹線に接続する乗合タクシーの再開（平成 23年 4月 29日） 
※平成 23年 7月 30日に終点を本八戸駅まで延長 

・等間隔運行路線情報戦略プロジェクト 
八戸駅線の利便性周知のための八戸駅への案内サイン整備と周知用チラシの制作 

・小型乗合交通ビジネスモデル化プロジェクト 
中心街発深夜小型乗合交通実証実験の実施（平成 24年 1月 5 日～3月 5 日） 

・育てる公共交通構築プロジェクト 
対象路線のフォローアップ調査 
企画乗車券まちパス 300の制作 
転入世帯等へのバスマップの配布 

・公共交通利用促進 WEB サイトの制作・情報の発信 
・交通ターミナルへの路線案内図・乗り場案内サイン等の設置 
・各種企画乗車券等を一冊にまとめた小冊子の作成・配布 
・バスルートカラーをデザインしたバス停の改良整備 
・公共交通アテンダントの配置（乗継案内や車内アナウンスの実施） 
・効果的な利用促進のためのモビリティマネジメントの推進 
・バス運転士不足解消を目指したバス運転士確保支援 
・新たな枠組みにおける低床車両や IC カード導入の検討 
・日帰り路線バスパックの周知 
・公共交通サービスの情報発信（八戸駅線 10 分間隔運行時刻表、チラシの制作等） 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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№04 ★八戸圏域公共交通計画推進事業 

事業主体 連携中枢都市圏 8 市町村 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

圏域住民の定住と交流を促進するための路線バス上限運賃政策を始めとするリーディングプロジェクトの

実施 

【実施状況】 

〇計画の策定 
・第 2次八戸圏域公共交通計画（平成 26年 3 月策定） 
・八戸圏域地域公共交通再編実施計画（平成 31年 3月策定） 

 
〇主な取組 

・路線バス上限運賃化実証実験（平成 23年 10月～平成 25 年 9月） 
圏域内の複数市町村を跨ぐ広域バス路線を対象に初乗り 150円・上限 500円の運賃改定を行い、 
改定に伴う減収見込額について運行事業者に負担金を支出 

・路線バス上限運賃政策の本格実施（平成 25 年 10月～） 
令和元年 10 月：運賃改定（初乗り 170円・上限 520円） 

・圏域の一体的な公共交通マネジメントの展開 
バスパックの企画商品化 
バスパックを活用した路線バスの利用促進と住民の交流促進 

・鉄道・バス乗り継ぎ環境の改善事業 
広域路線バス・コミュニティバス等の乗継環境の改善 

・広域移動を支援する環境整備 
低床バス車両と IC カードの導入検討 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 

№05 
災害時における公共交通の安定供給に関する検討

（再掲） 

事業主体 市・事業者 

事業区分 継続 

事業期間 平成 23 年度～ 

【事業概要】 

交通事業者、警察などの関係機関との連携による災害時を見据えた公共交通対策の検討 

【実施状況】 

・災害時公共交通対策検討分科会の設置（平成 24年 5 月） 
地域公共交通会議に「災害時公共交通対策検討分科会」を設置 
構成：バス事業者、タクシー事業者、鉄道事業者、道路管理者、警察、学識経験者、一般市民等 
会議：平成 24年 5 月～平成 25 年 3月 

災害時公共交通対策検討分科会開催（10回） 
地域公共交通会議開催（4回） 

 
・八戸市災害時公共交通行動指針の策定（平成 25年 3 月） 

策定した行動指針に基づき、各事業者が大規模災害に備える。 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

事業継続実施 
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②東北新幹線の通常運行及び地方鉄道の早期全線復旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№06 市営バスの災害への対応力の強化 

事業主体 市 

事業区分 完了 

事業期間 平成 24 年度～平成 24 年度 

【事業概要】 

燃料タンクの増設及び全車両への緊急連絡用車載無線機の設置 

【実施状況】 

〇燃料タンクの増設 
旭ヶ丘営業所に燃料タンク（30kl）を増設（平成 24年 10 月） 
※既存の 20klタンクと合わせ、50klの容量確保 
 

〇車載無線機の設置 
市営バス全車両（124台）に設置（平成 24年 12 月） 
※基地局は既存のものを活用 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№07 ＪＲ八戸線運転再開 

事業主体 ＪＲ東日本 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により運休していたＪＲ八戸線（八戸～種市間）の運転再開 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 11日 地震発生により運休 
平成 23年 3 月 18日 八戸～鮫間運転再開 
平成 23年 3 月 24日 鮫～階上間運転再開 
平成 23年 4 月 7日 地震発生により運休 
平成 23年 4 月 10日 八戸～階上間運転再開（暫定ダイヤ運転） 
平成 23年 8 月 8日 階上～種市間運転再開（暫定ダイヤ運転） 
平成 24年 3 月 17日 全線運転再開 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 
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№08 青い森鉄道全線運転再開 

事業主体 青い森鉄道 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により運休していた青い森鉄道の全線運転再開 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 11日 地震発生により運休 
平成 23年 3 月 15日 浅虫温泉～八戸間試験運転開始 
平成 23年 3 月 16日 青森～八戸間運転再開 

八戸～目時間試験運転開始 
平成 24年 3 月 17日 全線運転再開 

 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№09 東北新幹線通常運転再開 

事業主体 ＪＲ東日本 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により運休していた東北新幹線の全線運転再開と運行ダイヤの通常化 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 11日 地震発生により運休 
平成 23年 3 月 22日 盛岡～新青森間運転再開 
平成 23年 4 月 7日 地震発生により運休 
平成 23年 4 月 13日 盛岡～新青森間運転再開 
平成 23年 4 月 29日 全線運転再開（暫定ダイヤ運転） 
平成 23年 7 月 9日 一部徐行解除（特別ダイヤ運転） 
平成 23年 9 月 23日 全面復旧 

 

【令和 3 年度以降の予定】 
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③三沢（八戸）空港及びフェリーの航路充実 

 

 

 

 

 

№10 ◆ＪＲ八戸線の早期完全復旧 

事業主体 ＪＲ東日本 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災によりバスによる代行輸送となっているＪＲ八戸線（種市～久慈間）の運転再開 

【実施状況】 

平成 23年 3 月 11日 地震発生により運休 
平成 23年 3 月 18日 八戸～鮫間運転再開 
平成 23年 3 月 24日 鮫～階上間運転再開 
平成 23年 3 月 30日 階上～久慈間バスによる代行輸送開始 
平成 23年 4 月 7日 地震発生により運休 
平成 23年 4 月 10日 八戸～階上間運転再開（暫定ダイヤ運転） 

階上～久慈間バスによる代行輸送再開 
平成 23年 8 月 8日 階上～種市間運転再開（暫定ダイヤ運転） 
平成 24年 3 月 17日 全線運転再開 

 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 

№11 フェリー航路の再開（再掲） 

事業主体 海運事業者 

事業区分 完了 

事業期間 平成 22 年度～平成 23 年度 

【事業概要】 

震災により運休していた苫小牧・八戸航路の運航再開 

【実施状況】 

・北防波堤の損壊やフェリーターミナルビルの損害等により静穏度の確保が難しいことから、青森港を暫 
定利用。 

・平成 23年 7月 11日 ターミナルビルの修復完了、フェリー航路再開 
 

【令和 3 年度以降の予定】 

 


